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　軟式野球会場では、竹で製作した「勝ち☆カチ」棒を１,０００本用意します。応援をする際は、全国のブロック
予選を勝ち抜いた代表チームを各地区にまごころを込めて応援していただき、大会を盛り上げていきたいと考え
ています。さらに、会場前の市民体育館において津久見野球の歴史コーナー「つくみ野球館」を設け、スポーツの
振興・交流を図ります。また、各会場とも学校教育活動の一環として、小学校４年生以上および中学生による学校
観戦を実施します。選手たちに熱いご声援をお願いします。

み ん な の 力 で 成 功 さ せよ う！

国体まであと149
日

　国民体育大会は、国内最大の国民スポーツの祭典です。
　今年の開催地は大分県で、津久見市ではボクシング競技と軟式野球競技が行われます。
　この機会に、全国から訪れる人々を笑顔でお迎えし、喜んでいただくためのおもてなしの心を持つことは非常
に大切なことです。国体に訪れる人々の感動は、私たちの「笑顔」 から始まります。その人々の感動は、私たちの
感動でもあります。津久見市を訪れた方々が一生の思い出となるよう、私たち一人ひとりがまごころ込めたおも
てなしをし、お互いが「国体に参加して良かった」と思える大会にしたいと願っています。

42年ぶりの感動を…
ここ津久見で

スタンドいっぱい応援運動

　炬火リレーとは、オリンピックでいう聖火リレーにあたるものです。津久見市では、大会の成功と開催気運の向
上を図ることを目的に、第５８回 つくみ港まつり「ソイヤ！つくみ」の開催日に採火式と炬火リレーを実施します。

大会旗・炬火リレー

　環境美化運動やリサイクルの推進など、生活環境にかかわる市民運動をそれぞれの地域で進めていただくこと
はもちろんのこと、国体がここ津久見市で開催されることから、美しく清潔で快適な開催地(まち)づくりを、市内
全域にわたり推進したいと考えています。具体的には、市内の各種団体等と連携を図り、大会会場周辺やＪＲ津久
見駅などの清掃活動を恒常的に行ったり、地域ごとに美化運動などを実践していただき、「美しいリアスのまち津
久見」を全国にＰＲしたいと考えています。

美しくきれいなまちづくりの推進

　「おもてなしの心」は、多くの人
が持っている自然な気持ちです。
大切なのは、その気持ちを具体的
に表すことです。笑顔でのあいさつ、
声かけ、お年寄りへの配慮など、思
いついたら即、行動しましょう。

笑顔のあいさつ運動
《オアシス運動を広めよう》
「おはようございます」
「ありがとうございます」
「しつれいします」
「すみません」

あいさつは、してもされても
うれしいものです。

良いあいさつの習慣づけは、
子どもにとっても
大人にとっても
大切なものです。


